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「
流
星
を
掴
ん
で
」 

                      

 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 

登
場
人
物 

マ
グ
ヌ
ス
・
フ
ィ
ロ
ン(10)

、(18)

、(21)

メ
テ
オ
ー
ル
星
の
フ
ィ
ロ
ン 

王 

国
の
王
子 

マ
グ
ヌ
ス(
ア
ン) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
グ
ヌ
ス
が
モ
デ
ル
の
ア
ン
ド
ロ 

イ
ド 

ヘ
レ
ン
・
ビ
ザ
ン
チ
ウ
ム(10) 

 
 
 
 

マ
グ
ヌ
ス
の
友
達 

ヘ
レ
ン(

ア
ン) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ
レ
ン
が
モ
デ
ル
の
ア
ン
ド
ロ
イ 

ド 

ア
ル
キ
タ
ス
・
フ
ィ
ロ
ン(50) 

 
 
 
 

フ
ィ
ロ
ン
王
国
の
王 

兵
隊
１
、
２
、
３ 

兵
隊(

ア
ン)

１
、
２
、
３ 

王
国
警
察
隊 
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○
地
球
・
シ
ュ
プ
レ
ー
川
・
水
中

(

夜

)
 

マ
グ
ヌ
ス
が

(

ア
ン

)

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

を

抱
え
、
ゆ
っ
く
り
沈
ん
で
い
る
。 

川
の
中
か
ら
夜
空
が
見
え
、
無
数
の
流
れ
星

が
流
れ
て
い
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
夜
空
に
手
を
伸
ば
し
、

何
か
を
掴
も
う
と
す
る
が
、
虚
し
く
水
を
掴

む
だ
け
。
そ
し
て
、
口
を
パ
ク
パ
ク
し
、
何

か
を
話
そ
う
と
す
る
。 

静
か
に
目
を
瞑
り
、
ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

を
抱

え
な
が
ら
、
暗
い
川
底
に
沈
ん
で
い
く
。 

 

タ
イ
ト
ル
「
流
星
を
掴
ん
で
」 

 

○
地
球
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
ブ
レ
ー
メ
ン
ハ
ウ
ス
自
然

公
園

(

夜

)
 

 
 

 

兵
隊
達

(

ア
ン

)

が
銃
を
持
ち
、
辺
り
を
捜

索
し
て
い
る
。 

 

○ 

同
・
茂
み
の
中

(

夜

)
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マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

と
ヘ
レ
ン
（
ア
ン

）
、

じ
っ
と
息
を
殺
し
、
隠
れ
る
。
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

は
黒
い
ロ
ー
ブ
を
羽
織
り
、
フ
ー
ド

を
深
々
と
被
っ
て
い
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

を

見
つ
め
る
。 

そ
し
て
、
夜
空
を
見
上
げ
る
。 

 

○
（
回
想
）
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
丘
の
上

(

夜

)
 

夜
空
に
沢
山
の
流
れ
星
が
流
れ
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
・
フ
ィ
ロ
ン(10)

と
ヘ
レ
ン
・
ビ

ザ
ン
チ
ウ
ム(10)

、
寝
転
が
る
。
ヘ
レ
ン
、

流
れ
星
に
手
を
伸
ば
す
。 

マ
グ
ヌ
ス
は
不
思
議
そ
う
に
問
い
か
け
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
何
し
て
る
の
？
」 

ヘ
レ
ン
「
地
球
で
は
ね
、
流
星
を
掴
む
と
願
い
が
叶 

う
と
言
わ
れ
て
い
る
ん
だ
。
そ
れ
で
掴
も
う
と
し

て
る
。
あ
っ
掴
む
っ
て
言
っ
て
も
本
当
に
掴
む
訳

で
は
な
い
よ
。
お
空
に
向
か
っ
て
手
を
伸
ば
し
て
、

流
れ
星
が
流
れ
た
ら
、
空
を
掴
む
感
じ
。
も
し
、
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掴
む
タ
イ
ミ
ン
グ
で
流
れ
星
を
手
の
中
で
消
え
た

ら
、
願
い
が
叶
う
と
い
う
感
じ
か
な
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
変
な
の
、
捕
ま
り
っ
こ
な
い
よ
」 

ヘ
レ
ン
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
。
捕
ま
え
て
、
願
い 

を
叶
え
て
も
ら
う
ん
だ
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
ど
ん
な
願
い
を
？
」 

ヘ
レ
ン
「
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
世
界
に
な
る
よ 

う
に
」 ヘ

レ
ン
、
流
れ
星
を
掴
み
損
ね
る
。 

 

○
地
球
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
ブ
レ
ー
メ
ン
ハ
ウ
ス
自
然 

公
園
・
茂
み
の
中

(

夜

)
 

夜
空
を
見
上
げ
て
い
る
マ
グ
ヌ
ス
が
ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

の
顔
に
向
き
直
す
。
ヘ
レ
ン

(

ア

ン

)

、
無
表
情
で
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

を
見

つ
め
る
。 

 

○
（
回
想
）
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
丘
の
上

(

夜

)
 

マ
グ
ヌ
ス(10)

と
ヘ
レ
ン(10)

、
並
ん
で
立 

ち
、
夜
空
を
見
上
げ
て
い
る
。 
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夜
空
に
赤
く
光
る
点
光
源
。 

ヘ
レ
ン
「
で
き
た
ね
、
人
工
流
星
衛
星
」 

マ
グ
ヌ
ス
「

(

笑
顔

)

う
ん
」 

 
 

 

ヘ
レ
ン
、
マ
グ
ヌ
ス
に
微
笑
む
。 

ヘ
レ
ン
「
す
ご
い
ね
、
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
こ 

こ
ま
で
来
た
ん
だ
わ
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
こ
れ
で
成
功
し
た
ら
、
地
球
人
も
少
し 

は
未
来
に
期
待
を
持
て
る
か
な
」 

ヘ
レ
ン
「

(

笑
顔

)

勿
論
。
地
球
は
メ
テ
オ
ー
ル
み 

た
い
に
滅
多
に
流
れ
星
が
見
え
な
い
か
ら
希
望
だ

よ
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
笑
い
か
け
る
。 

ヘ
レ
ン
「
地
球
で
も
早
く
見
て
み
た
い
な
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
そ
う
な
っ
た
ら
、
見
に
行
く
よ
」 

ヘ
レ
ン
「
生
身
で
？
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
え
っ
？
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
つ
も
り
だ
っ 

た
け
ど
」 

ヘ
レ
ン
「
勿
体
な
い
よ
、
生
身
で
来
な
よ
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
ん
ー
、
一
応
王
子
だ
か
ら
、
そ
う
簡
単 

に
は
星
を
出
ら
れ
な
い
か
ら…

」 
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ヘ
レ
ン
「
そ
れ
で
も
、
頑
張
っ
て
、
ね
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
考
え
込
む
が
、 

マ
グ
ヌ
ス
「
ん
ー
、

(

微
笑
む

)

黙
っ
て
抜
け
出
す 

か
」 

ヘ
レ
ン
「
絶
対
に
来
て
ね
。
一
緒
に
見
よ
。
そ
ん
で
、 

い
っ
ぱ
い
、
お
願
い
し
よ
う
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
笑
顔
で
頷
く
。 

ヘ
レ
ン
「
あ
っ
こ
ん
な
伝
説
が
。
あ
ま
り
に
も
想
い 

が
強
い
と
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
魂
が
宿
る
ん
だ
っ
て
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
そ
れ
も
変
な
の
」 

ヘ
レ
ン
「
こ
っ
ち
の
方
も
私
は
な
ん
と
な
く
信
じ
て 

い
た
り
。
も
し
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
に
魂
が
宿
っ
た

ら
、
神
秘
的
だ
ね
。
ほ
ら
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
て
一

応
通
信
し
て
本
人
が
動
か
し
た
り
、
話
し
た
り
す

る
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
ど
こ
か
無
機
質
で
心
が
籠
も

っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
ん
だ
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
そ
う
か
な
」 

ヘ
レ
ン
「
そ
の
感
覚
持
っ
て
よ
。
だ
か
ら
さ
、
ア
ン 

ド
ロ
イ
ド
に
魂
が
宿
っ
た
ほ
う
が
ね…

人
間
ら
し

く
な
る
か
な
っ
て
信
じ
て
る
」 
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マ
グ
ヌ
ス
「
ふ
ー
ん
」 

ヘ
レ
ン
「

(

笑
顔
で

)

興
味
な
し
か
」 

 
 

 

夜
空
の
赤
い
点
光
源
が
点
滅
す
る
。 

 
 

 

ヘ
レ
ン
、
点
光
源
を
指
差
し
、 

ヘ
レ
ン
「
あ
っ
、
始
ま
る
み
た
い
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
な
ん
か
緊
張
す
る
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
少
し
身
体
を
震
わ
せ
る
。
ヘ
レ
ン
、

マ
グ
ヌ
ス
を
抱
き
し
め
る
。 

ヘ
レ
ン
「
大
丈
夫
だ
よ
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
う
ん
・
・
・
」 

マ
グ
ヌ
ス
と
ヘ
レ
ン
、
一
緒
に
赤
い
点
光
源
を

期
待
の 眼

差
し
で
見
つ
め
る
。
点
光
源
を
か
ら
、
無
数

の
星
屑 が

透
過
さ
れ
、
夜
空
を
流
れ
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
綺
麗
・
・
・
」 

ヘ
レ
ン
、
嬉
し
そ
う
に
流
れ
る
星
屑
に
手
を

伸
ば
そ 

う
と
す
る
。 

ヘ
レ
ン
「
実
は
ね
、
私
、
も
う
一
つ
願
い
が
あ
る
の
」 
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マ
グ
ヌ
ス
「
ど
ん
な
の
？
」 

ヘ
レ
ン
「
そ
れ
は

…
(

少
し
顔
が
赤
く
な
る

)

や
っ 

ぱ
り
止
め
た
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
え
？
え
？
そ
こ
で
や
め
る
？
普
通
」 

ヘ
レ
ン
「

(

笑
顔
で

)

ま
た…

何
処
か
で
ね
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
は
ぁ
～
」 

 
 

 

ヘ
レ
ン
、
夜
空
を
見
上
げ
る
。 

 
 

 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

 
 

 

暫
し
、
夜
空
の
流
れ
星
を
眺
め
て
い
る
二
人
。 

だ
が
、
一
つ
の
星
屑
が
こ
ち
ら
に
落
ち
て
く

る
。
ヘ
レ
ン
と
マ
グ
ヌ
ス
が
困
惑
す
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
え
っ
？
こ
っ
ち
に
来
て
る
？
」 

ヘ
レ
ン

「
（

慌
て
る
様
子
で
）
危
な
い
」 

 
 

 

ヘ
レ
ン
、
マ
グ
ヌ
ス
を
突
き
飛
ば
す
。 

マ
グ
ヌ
ス
、
遠
く
突
き
飛
ば
さ
れ
、
ヘ
レ
ン

に
星
屑
が
落
ち
る
。
落
ち
る
瞬
間
、
ヘ
レ
ン

は
微
笑
え
む
。 

 

○
地
球
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
ブ
レ
ー
メ
ン
ハ
ウ
ス
自
然

公
園 
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・
茂
み
の
中

(

夜

)
 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
ゴ
ー
グ
ル
を
外
す
仕

草
を
し
、 目

を
腕
で
擦
る
。 

 

○ 

メ
テ
オ
ー
ル
星
・
マ
グ
ヌ
ス
の
部
屋
の
中

(

夜

)
 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
外
し
、
涙
を 

貯
め
た
目
を
腕
で
擦
る
。
ま
た
、
付
け
直
す
。 

 

○
地
球
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
ブ
レ
ー
メ
ン
ハ
ウ
ス
自
然 

公
園
・
茂
み
の
中

(

夜

)
 

 
 

 
 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

の
両
肩
を
掴
み
、 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
お
前
を
絶
対
に
守
る
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「

(

機
械
的
に
頷
き

)

う
ん
」 

兵
隊
１

(

ア
ン

)

の
声
「
居
た
か
？
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

と

一
緒
に
小
さ 

く
身
を
潜
め
る
。 
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○
同
・
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

達
の
側

(

夜

)
 

 
 

 

兵
隊
１

(

ア
ン

)

、
兵
隊
２

(

ア
ン

)

に
近 

づ
く
。 

兵
隊
２

(
ア
ン

)

「
い
や
、
居
ま
せ
ん
」 

兵
隊
１

(

ア
ン

)

「
チ
ッ
、
あ
の
男
の
ア
ン
ド
ロ
イ 

ド
と
鍵
は
何
処
行
っ
た
」 

兵
隊
１

(

ア
ン

)
の
口
か
ら
ア
ル
キ
タ
ス
・

フ
ィ
ロ
ン(50)

の
怒
鳴
り
声
が
鳴
り
響
く
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「

(

怒
鳴
る
よ
う
に

)

ま
だ
、
見 

つ
か
ら
ん
の
か
、
無
能
共
」 

 

○
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
司
令
室
（
夜
） 

ア
ル
キ
タ
ス
の
前
に
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
付
け

た
兵
隊
達
が
並
ん
で
い
る
。 

兵
隊
１
「
ハ
ッ
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
捜
索
範

囲
を
広
め
ま
す
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
さ
っ
さ
と
し
や
が
れ
」 

 
 

 

兵
隊
１
、
ア
ル
キ
タ
ス
に
敬
礼
し
、 

兵
隊
１
「
ハ
ッ
。
皆
の
者
、
西
の
方
も
捜
索
し
ろ
」 
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兵
隊
達
「
ハ
ッ
、
只
今
」 

 

○
地
球
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
ブ
レ
ー
メ
ン
ハ
ウ
ス
自
然 

公
園
・
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

達
の
側

(

夜

)
 

 
 

 
兵
隊
１

(

ア
ン

)

と
兵
隊
２

(

ア
ン

)

も
散

ら
ば
る
。 

 

○
同
・
茂
み
の
中

(

夜

)
 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)
茂
み
の
隙
間
か
ら
向
こ 

う
側
を
見
る
。
向
こ
う
側
で
兵
隊
達
（
ア
ン
） 

が
走
り
回
っ
て
い
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
こ
こ
に
居
て
は
見
つ
か
る
の 

も
時
間
の
問
題
だ
。
何
処
か
他
に
隠
れ
る
所
へ
行 

か
な
い
と
」 

 
 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
考
え
込
む
。 

ヘ
レ
ン
（
ア
ン
）
「
で
は
、
あ
そ
こ
で
は
ど
う
で
し 

ょ
う
？
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
あ
そ
こ
？
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
は
い
、
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天 

文
台
で
す
」 
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マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
そ
こ
は
・
・
・
」 

風
が
吹
き
、
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

が
被
っ
て 

い
る
フ
ー
ド
が
脱
げ
る
。 

 
○
地
球
・
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天
文
台
前

(

夜

)
 

朽
ち
た
天
文
台
、
蔦
が
巻
き
付
い
て
い
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(
ア
ン

)

、
フ
ー
ド
を
取
り
、
驚

き
の
あ
ま
り
立
ち
尽
く
す
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
こ
こ
が
ヘ
レ
ン
の
大
好
き
だ 

っ
た
場
所
・
・
・
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

、
マ
グ
ヌ
ス

(
ア
ン

)

の 

手
を
取
り
、 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
入
ろ
う
、
こ
こ
な
ら
身
を
隠
せ 

れ
る
は
ず
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
あ
ぁ
・
・
・
」 

 
 

 

夜
空
に
流
れ
星
が
流
れ
る
。
そ
れ
を
一
瞬
マ

グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

は
見
た
が
、
見
て
見
ぬ
振

り
を
す
る
。 

 

○
同
・
望
遠
鏡
室

(

夜

)
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室
内
は
塵
一
つ
な
く
、
望
遠
鏡
は
所
々
小
さ 

な
錆
は
あ
る
が
、
綺
麗
で
あ
る
。
主
鏡
も
ピ 

カ
ピ
カ
と
輝
く
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
室
内
を
見
渡
す
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
こ
れ
は
、
君
が
綺
麗
に
し
て 

い
る
の
か
？
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)
「
は
い
、
ヘ
レ
ン
様
の
好
き
な
場 

所
と
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
で
、
手
入
れ
し

て
お
り
ま
し
た
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
私
は
こ
の
場
所
の
こ
と
は
ヘ 

レ
ン
か
ら
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ
て
い
た
ん
だ
。
こ

の
場
所
は
ヘ
レ
ン
に
と
っ
て
、
地
球
を
救
う
場
所

の
一
つ
だ
と
・
・
・
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
は
い
、
ヘ
レ
ン
様
は
星
空
が
希 

望
の
象
徴
な
の
だ
と
本
当
に
本
当
に
信
じ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
望
遠
鏡
で
星
空
を
見
て
、
地

球
の
人
を
幸
せ
な
日
々
を
、
未
来
を
作
り
出
し
た

か
っ
た
の
で
す
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
ヘ
レ
ン
の
思
い
を
壊
す
訳
で 

 

は
な
い
が
、
望
遠
鏡
が
無
く
て
も
、
星
空
を
見
え 
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る
の
で
は
？
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
ヘ
レ
ン
様
が
望
遠
鏡
に
拘
る
理 

由
は
そ
れ
以
外
に
も
あ
り
ま
す
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
そ
れ
は
？
」 

ヘ
レ
ン

(
ア
ン

)

「
望
遠
鏡
と
い
う
の
は
た
だ
遠
い 

星
を
見
る
た
め
の
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
工
衛

星
と
通
信
す
る
為
の
手
段
と
し
て
も
考
え
て
い
ま

し
た
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
通
信
？
望
遠
鏡
で
？
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
は
い
。
ま
ず
ヘ
レ
ン
様
は
流
れ 

星
に
着
目
し
た
の
で
す
。
流
れ
星
で
は
地
球
で
は

滅
多
に
見
え
ず
、
そ
し
て
、
小
さ
く
し
か
見
え
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、
人
工
的
に
流
れ
星

を
見
る
た
め
の
装
置
、
人
工
流
星
衛
星
で
す
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
人
工
流
星
衛
星
っ
て
、
そ
れ 

っ
て
・
・
・
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
は
い
、
現
在
地
球
の
空
に
あ
る 

マ
グ
ヌ
ス
様
が
考
え
た
衛
星
と
同
じ
物
で
す
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
私
と
同
じ
事
を
考
え
て
居
た 

と
い
う
こ
と
か
？
で
も
、
一
言
も
・
・
・
」 
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ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
ヘ
レ
ン
様
は
敢
え
て
言
わ
な
か 

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。
で
も
、
同
じ
事
を
考
え

て
い
て
内
心
嬉
し
か
っ
た
は
ず
で
す
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
そ
う
か…

」 

 
 

 
ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

、
望
遠
鏡
を
近
づ
き
、
手

に
触
れ
る
。 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)
「
地
球
に
希
望
を
与
え
る
人
工
流 

星
衛
星
で
す
が
、
今
、
マ
グ
ヌ
ス
様
の
父
君
、
い

え
、
王
様
が
そ
れ
を
用
い
て
地
球
侵
略
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
両
手
を
強
く
握
り
し 

め
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
そ
れ
を
止
め
る
た
め
、
君 

が
持
っ
て
い
る
コ
ー
ド
を
渡
さ
な
い
た
め
に
、
逃

げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
だ
が
、
い
つ
か
見
つ
か
り
、
捕 

ま
る
の
も
時
間
の
問
題
で
す
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「

(

食
い
気
味
に

)

だ
か
ら
、 

も
っ
と
何
処
か
見
つ
か
ら
な
い
所
へ
・
・
・
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

、
胸
の
扉
を
開
け
る
。
中 
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に
は
赤
く
輝
く
丸
い
コ
ア
の
よ
う
な
物
が
収 

納
さ
れ
て
い
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
眼
を
丸
く
し
て
、 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
そ
、
そ
れ
は
・
・
・
？
」 

ヘ
レ
ン

(
ア
ン

)

「
こ
れ
で
人
工
流
星
衛
星
を
破
壊 

し
ま
す
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)
「
破
壊
？
ど
う
や
っ
て
？
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
こ
れ
を
射
出
機
と
し
て
使
っ
て
、 

上
空
の
人
工
流
星
衛
星
を
撃
ち
落
と
し
ま
す
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
拍
手
し
な
が
ら
、
乾 

い
た
笑
い
声
を
し
、 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
そ
、
そ
ん
な
物
が
あ
る
な
ら
、 

最
初
か
ら
教
え
て
よ
。
な
ら
、
善
は
急
げ
、
破
壊

を
し
よ
う
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

、
真
顔
で
、 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
破
壊
す
る
に
は
こ
の
コ
ア
を
私 

の
身
体
か
ら
抜
き
取
り
必
要
が
あ
り
ま
す
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
不
思
議
そ
う
な
顔
で
、 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
つ
ま
り
・
・
・
？
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
私
は
機
能
停
止
し
ま
す
。
だ
が
、 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 16 

こ
れ
は
私
の
使
命
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
に
し

な
・
・
・
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

に 

詰
め
寄
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
そ
、
そ
ん
な
、
君
が
二
度
も 

失
う
の
は
耐
え
ら
れ
な
い
・
・
・
そ
ん
な
選
択
は

で
き
な
い
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
い
え
、
し
て
い
た
だ
け
な
い
と 

駄
目
で
す
。
地
球
が
ど
う
な
っ
て
も
良
い
の
で
す

か
？
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
そ
の
場
に
膝
を
付
く
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
そ
れ
は
・
・
・
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
俯
く
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「

(

か
細
い
声
で

)

や
っ
ぱ
り
、 

君
を
失
う
選
択
は
で
き
な
い
・
・
・
ま
た
、
君
を

失
う
の
は
御
免
だ
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
で
は
、
こ
の
ま
ま
地
球
を
侵
略 

す
る
の
を
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
さ
せ
な 

い
、
何
と
し
て
も
」 
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ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
で
は
、
ど
ん
な
考
え
が
あ
る
の 

で
す
か
？
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
そ
れ
は
・
・
・
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
そ
う
で
す
か
。
時
間
が
あ
り
ま 

せ
ん
。
や
は
り
、
こ
の
コ
ア
で
破
壊
す
る
の
で
す
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

、
望
遠
鏡
に
近
づ
い
て
い 

く
。
そ
れ
を
、
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

は
必
死 

に
止
め
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「

(

大
声
で

)

そ
れ
は
駄
目
だ
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
い
え
、
や
め
ま
せ
ん
」 

ヘ
レ
ン
（
ア
ン
）
は
マ
グ
ヌ
ス

(
ア
ン

)

に 

捕
ま
れ
な
が
ら
、
ジ
リ
ジ
リ
と
望
遠
鏡
に
近 

づ
い
て
い
る
。 

突
然
、
扉
が
開
き
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
兵
隊
達

(
 

ア
ン

)

が
入
っ
て
く
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
驚
き
く
が
、
守
る
よ 

う
に
ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

の
前
に
ス
ッ
と
立
つ
。 

 
 

 

兵
隊
達

(

ア
ン

)

、
一
斉
に
銃
を
構
え
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
お
前
ら
、
な
ぜ
こ
こ
が
わ
か 

っ
た
？
」 
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兵
隊
達

(

ア
ン

)

の
中
か
ら
兵
隊
１

(

ア 

ン

)

が
前
に
出
て
く
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
ヘ
レ
ン
よ
、
詰
め
が
甘
か
っ
た 

な
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
ち
、
父
上
？
」 

兵
隊
１

(

ア
ン

)

、
ヘ
レ
ン
を
指
差
す
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
そ
い
つ
と
一
緒
に
い
る
の
は
ど 

う
も
昔
か
ら 

好
き
ら
し
い
な
。
ま
ぁ
い
い
、
そ

ん
な
こ
と
は
。
ど
う
や
っ
て
、
こ
こ
が
わ
か
っ
た

か
、
教
え
て
や
ろ
う
か
？
あ
？
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
歯
を
食
い
し
ば
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
悔
し
い
だ
ろ
う
な
、
ふ
ん
。
公 

園
を
忍
ん
で
抜
け
出
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
う 

ち
の
兵
は
優
秀
で
ね
ず
み
の
影
を
見
逃
さ
な
か
っ 

た
の
さ
。
そ
の
ね
ず
み
が
お
前
と
分
か
れ
ば
後
は 

楽
だ
っ
た
。
お
前
の
部
屋
に
兵
を
行
か
せ
、
会
話 

を
盗
み
聞
け
ば
、
は
い
、
袋
の
ね
ず
み
さ
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
ク
ソ
ッ
・
・
・
」 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
お
前
達
、
引
っ
捕
ら
え
ろ
。
息 

子
も
構
わ
ん
」 
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兵
隊
達

(

ア
ン

)

、
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

を 

捕
ま
え
よ
う 

と
す
る
と
、
マ
グ
ヌ
ス
（
ア
ン
）
が
兵
隊
（ 

ア
ン
）
を
抑
え
込
む
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
ヘ
レ
ン
、
逃
げ
ろ
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

、
兵
隊
達

(

ア
ン

)

を
掻

い
潜
り
、
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
、
捕
ま
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
お
っ
と
、
我
が
息
子
な
が
ら
、 

邪
魔
だ
な
」 

兵
隊
１

(

ア
ン

)

、
何
か
を
手
に
持
つ
仕
草 

を
す
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
お
い
、
捕
ま
え
ろ
」 

 
 

 
 

○
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
マ
グ
ヌ
ス
の
部
屋
の
中

(

夜

)
 

兵
隊
二
人
が
部
屋
の
扉
を
押
し
破
っ
て
入
っ 

て
く
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
、
慌
て
て
、
振
り
返
る
。 

兵
隊
二
人
、
銃
を
構
え
る
。
兵
隊
の
一
人
が 

「
王
子
、
両
手
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
告 

げ
る
。
マ
グ
ヌ
ス
、
悔
し
い
顔
で
両
手
を
挙 
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げ
る
。
す
る
と
、
兵
隊
二
人
の
後
ろ
か
ら
ア 

ル
キ
タ
ス
が
登
場
す
る
。
マ
グ
ヌ
ス
、
ア
ル 

キ
タ
ス
を
睨
み
つ
け
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
何
だ
い
、
父
に
向
か
っ
て
、
そ
の
目 

付
き
は
？
分
か
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
抵
抗
す
れ 

ば
、
息
子
と
て
容
赦
し
な
い
」 

 
 

 

兵
隊
の
一
人
が
マ
グ
ヌ
ス
の
両
手
を
縛
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
ヘ
レ
ン
に
何
か
し
た
ら
、
父
親
だ
ろ
う 

と
容
赦
し
な
い
」 

 
 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
鼻
で
笑
う
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
牢
屋
に
ぶ
ち
込
ん
で
お
け
」 

兵
隊
二
人
は
敬
礼
す
る
。
ア
ル
キ
タ
ス
は
不

気
味
に
笑
う
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
こ
れ
で
地
球
は
私
の
物
だ
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
兵
隊
に
連
れ
ら
れ
な
が
ら
も
、 

ア
ル
キ
タ
ス
を
睨
み
続
け
る
。 

 

○
同
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
牢
屋

(

夜

)
 

兵
隊
１
、
マ
グ
ヌ
ス
を
牢
屋
に
入
れ
、
鍵
を 

か
け
る
。
鍵
は
兵
隊
１
の
ズ
ボ
ン
の
左
側
に 
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か
け
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
、
悔
し
い
顔
で
壁
に
凭
れ
て
、
座 

る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
ま
た
、
君
を
失
っ
て
し
ま
う
の
か
・
・

・
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
の
眼
か
ら
一
粒
の
涙
が
頬
を
つ
た 

う
。
そ
し
て
、
目
を
瞑
る
。 

 
 

 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

 
 

 
(

フ
ラ
ッ
シ
ュ

)
 

 
 

 

ヘ
レ
ン(10)

、
振
り
返
り
、
笑
顔
。 

 
 

 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

牢
屋
を
上
側
に
格
子
状
の
小
窓
が
あ
る
。
そ 

の
窓
か
ら
夜
空
が
覗
き
、
流
れ
星
が
流
れ
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
、
流
星
が
流
れ
る
瞬
間
、
流
星
に 

向
け
て
手
を
伸
ば
す
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
ヘ
レ
ン
、
私
の
願
い
は
・
・
・
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
手
を
握
る
が
、
流
星
が
握
り
拳 

か
ら
溢
れ
落
ち
る
。 

 

○
（
回
想
）
同
・
丘
の
上

(

夜

)
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マ
グ
ヌ
ス(10)

と
ヘ
レ
ン(10)

、
丘
の
上
で 

並
ん
で
寝
転
ん
で
い
る
。
夜
空
に
は
星
空
。 

ヘ
レ
ン
、
流
れ
星
を
握
り
損
ね
る
。
腕
を
伸 

ば
し
な
が
ら
、 

ヘ
レ
ン
「
マ
グ
ヌ
ス
は
願
う
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ 

と
願
う
の
？
」 

 
 

マ
グ
ヌ
ス
、
考
え
込
む
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
僕
は
・
・
・
」 

ヘ
レ
ン

「
（

マ
グ
ヌ
ス
に
顔
を
向
け
て
）
僕
は
？
」 

マ
グ
ヌ
ス
「

(

恥
ず
か
し
そ
う
に

)
ヘ
レ
ン
の
願
い

が
叶
い
ま
す
よ
う
に
」 

ヘ
レ
ン
「

(

ク
ス
ッ
と
笑
う

)

何
そ
れ
」 

 

○
同
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
牢
屋
内

(

夜

)
 

 
 

 

握
り
拳
を
掲
げ
る
マ
グ
ヌ
ス
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
ヘ
レ
ン
、
君
の
願
い
は
い
つ
叶
う
ん
だ 

？
」 

 
 

 

格
子
窓
か
ら
星
空
が
覗
く
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
私
は
い
つ
も
無
力
だ
・
・
・
ど
ん
な
に 

思
っ
て
も
あ
の
時
に
は
戻
れ
な
い
・
・
・
」 
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星
空
に
流
れ
星
が
流
れ
る
。
す
か
さ
ず
、
流 

れ
星
を
握
ろ
う
と
す
る
が
、
握
り
拳
か
ら
流 

れ
星
が
握
り
損
ね
る
。
溜
息
を
つ
く
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
神
様
は
ヘ
レ
ン
の
願
い
を
叶
い
さ
せ
る 

の
は
今
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
か
？
」 

 
 

 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

 
 

 
(

フ
ラ
ッ
シ
ュ

)
 

 
 

 

ヘ
レ
ン(10)

、
隣
で
笑
う
。 

 
 

 

☓ 
 

 

☓ 
 

 
☓ 

マ
グ
ヌ
ス
「
私
の
本
当
の
願
い
は
・
・
・
（
涙
溢
れ 

る
）
た
だ
、
君
の
側
に
居
続
け
た
か
っ
た
だ
け
な

ん
だ
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
起
き
上
が
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
こ
こ
で
う
だ
う
だ
言
っ
て
も
、
何
も
変 

わ
ら
な
い
・
・
・
君
を
二
度
も
失
い
た
く
な
い
」 

マ
グ
ヌ
ス
は
格
子
窓
の
下
の
方
、
床
近
く
に 

壁
か
ら
鉄
筋
が
出
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、 

考
え
込
む
。
何
か
を
思
い
付
い
た
表
情
を
す 

る
マ
グ
ヌ
ス
。 

マ
グ
ヌ
ス
、
上
着
を
脱
ぎ
、
格
子
窓
へ
飛
び 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 24 

つ
き
、 

ガ
ッ
シ
リ
と
格
子
を
掴
む
。
そ
し
て
、
格
子

に
上
着
を
通
し
、
袖
同
士
を
括
り
付
け
、
輪

っ
か
を
作
る
。 

そ
の
輪
っ
か
に
ゆ
っ
く
り
首
を
通
す
。 

 

○
同
・
牢
屋
前

(
夜

)
 

兵
隊
１
、
腰
に
付
け
た
鍵
の
束
を
じ
ゃ
ら
じ 

ゃ
ら
と
鳴
ら
し
な
が
ら
、
牢
屋
に
近
づ
き
、 

覗
き
込
む
。
し
か
し
、
真
っ
青
な
顔
に
み
る 

み
る
と
な
る
。 

兵
隊
１
「
お
、
王
子
！
？
」 

マ
グ
ヌ
ス
は
首
を
吊
っ
て
ぐ
っ
た
り
し
て
い 

る
。
兵
隊
１
、
慌
て
ふ
た
め
き
な
が
ら
、
鍵 

の
束
を
手
に
取
り
、
牢
屋
の
鍵
を
探
す
。
何 

度
も
何
度
も
鍵
を
間
違
え
る
が
、
や
っ
と
扉 

を
開
き
、
マ
グ
ヌ
ス
に
駆
け
寄
る
。 

 

○
同
・
牢
屋
内

(

夜

)
 

マ
グ
ヌ
ス
の
首
に
巻
か
れ
た
上
着
の
袖
を
必 
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死
に
解
こ
う
と
す
る
。 

兵
隊
１
「
く
、
ク
ソ
ッ
！
こ
ん
な
こ
と
が
バ
レ
た
ら
、

処
刑
さ
れ
る
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
目
を
開
く
。
兵
隊
１
、
驚
き
、 

尻
餅
を
つ
く
。
マ
グ
ヌ
ス
、
平
然
と
し
た
顔 

で
、 

マ
グ
ヌ
ス
「

(

笑
顔
で

)

驚
い
た
？
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
首
に
巻
か
れ
た
袖
を
外
し
、
壁 

か
ら
出
て
い
る
鉄
筋
の
上
に
乗
っ
て
い
る
が
、 

そ
こ
か
ら
降
り
る
。 

兵
隊
１
「
お
、
王
子
、
死
に
真
似
を
・
・
・
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
兵
隊
１
に
馬
乗
り
に
な
り
、 

マ
グ
ヌ
ス
「
お
や
す
み
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
兵
隊
１
の
顎
を
思
い
っ
き
り
、 

殴
る
。 

兵
隊
１
は
ぐ
っ
た
り
倒
れ
る
。
マ
グ
ヌ
ス
、 

兵
隊
１
の
腰
に
掛
か
っ
て
い
る
鍵
を
奪
い
、 

牢
屋
の
扉
に
鍵
を
締
め
、
牢
屋
を
去
る
。 

 

○
同
・
マ
グ
ヌ
ス
の
部
屋
前

(

夜

)
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マ
グ
ヌ
ス
、
忍
び
足
で
ゆ
っ
く
り
歩
き
、
辺 

り
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と
見
渡
す
。
ゆ
っ
く
り 

と
扉
を
開
け
、
部
屋
に
入
る
。 

 
○
同
・
マ
グ
ヌ
ス
の
部
屋
内

(

夜

)
 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
扉
を
ゆ
っ
く
り
閉
め
る
。 

部
屋
は
踏
み
荒
ら
さ
れ
た
跡
が
あ
る
。
部
屋 

を
見
渡
し
、
床
に
ゴ
ー
グ
ル
が
落
ち
て
い
る 

の
に
気
づ
く
。 

マ
グ
ヌ
ス
「

(

小
声
で

)

よ
し
、
持
っ
て
行
か
れ
て 

な
か
っ
た
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
安
堵
す
る
。
ゴ
ー
グ
ル
を
手
に 

取
り
、
部
屋
を
出
て
い
く
。 

 

○
同
・
丘
の
上

(

夜

)
 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
息
を
切
ら
し
、
登
っ
て
い
る
。 

 
 

 

崩
れ
る
よ
う
に
そ
の
場
に
座
り
込
む
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
こ
こ
な
ら
、
父
上
に
も
見
つ
か
ら
な
い 

だ
ろ
う
」 

 
 

 

丘
の
上
に
は
ク
レ
ー
タ
。 
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マ
グ
ヌ
ス
、
手
に
持
っ
た
ゴ
ー
グ
ル
を
見
つ 

め
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
ヘ
レ
ン
、
今
行
く
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
ク
レ
ー
タ
を
見
つ
め
、
ゴ
ー
グ 

ル
を
頭
に
装
着
す
る
。 

 

○
地
球
・
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天
文
台
・
望
遠
鏡
室 

（
夜
） 

机
の
上
に
開
い
た
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
が 

置
か
れ
、
中
に
は
送
受
信
装
置
が
あ
る
。 

兵
隊
２

(

ア
ン

)

、
カ
タ
カ
タ
と
装
置
を 

動
か
し
て
い
る
。
そ
の
装
置
か
ら
コ
ー
ド 

が
伸
び
て
い
る
。
そ
の
先
に
は
上
の
空
の 

ヘ
レ
ン
（
ア
ン

）
。

首
元
か
ら
コ
ー
ド
が 

伸
び
て
い
る
。
隅
の
壁
に
機
能
停
止
の
マ 

グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

が
置
か
れ
て
い
る
。
す 

る
と
、
マ
グ
ヌ
ス
（
ア
ン
）
の
腕
が
ピ
ク 

リ
と
動
く
。
顔
を
ゆ
っ
く
り
上
げ
、
目
に 

は
生
気
が
宿
る
。
辺
り
を
見
渡
し
、
兵
隊 

２
（
ア
ン
）
が
装
置
を
イ
ジ
っ
て
い
る
姿 
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が
目
に
入
る
。
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
音 

を
た
て
ず
に
立
ち
上
が
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
ま
だ
か
？
」 

兵
隊
２

(

ア
ン

)

「
あ
と
、
５

%

で
す
」 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
急
げ
」 

兵
隊
２
（
ア
ン
）
「
ハ
ッ
」 

 
 

 

兵
隊
２

(
ア
ン

)

、
装
置
の
画
面
を
凝
視
。 

画
面
の
数
値
は
『
９
５
、
９
６
、
９
７
、
９ 

８
』
と
数
値
が
ど
ん
ど
ん
と
大
き
く
な
っ
て 

い
く
。 

兵
隊
２
（
ア
ン
）
の
後
ろ
に
マ
グ
ヌ
ス

(

ア 

ン

)

が
鉄
パ
イ
プ
を
持
っ
て
、
近
づ
い
て
き 

て
い
る
。
そ
し
て
、
鉄
パ
イ
プ
を
振
り
上
げ
、 

兵
隊
２
（
ア
ン
）
の
頭
目
掛
け
て
、
思
い
っ 

切
り
振
り
下
ろ
す
。
兵
隊
２
（
ア
ン
）
は
パ 

チ
っ
と
放
電
し
、
倒
れ
る
。
画
面
の
数
値
は 

９
９
と
な
る
。 

 

○
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
司
令
室
（
夜
） 

 
 

 

兵
隊
２
の
ゴ
ー
グ
ル
が
壊
れ
る
。
ア
ル
キ
タ 
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ス
、
怒
鳴
り
、 

ア
ル
キ
タ
ス
「
お
い
、
ど
う
な
っ
て
い
る
？
」 

兵
隊
２
「

(

慌
て
て

)

誰
か
に
よ
っ
て
、
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
が
機
能 

停
止
さ
せ
ら
れ
た
よ
う
で
す
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
役
立
た
ず
が
。
（
不
敵
な
笑
み
）
だ

が
、
ダ
ウ 

ン
ロ
ー
ド
は
完
了
し
た
よ
う
だ
」 

 
 

 

画
面
の
数
値
は
１
０
０
と
表
示
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
邪
魔
者
は
ど
う
せ
マ
グ
ヌ
ス
だ
ろ
う
。

ど
う
や 

っ
て
抜
け
出
し
た
か
わ
か
ら
ん
が
、
私
の
邪
魔
を

す
る
の
な
ら
ば
、
排
除
せ
よ
。
あ
と
、
用
済
み
の

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
も
破
壊
せ
よ
」 

兵
隊
の
一
人
が
「
お
、
王
子
を
排
除
で
す
か

？
」
と 恐

れ
る
よ
う
に
言
う
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
何
度
も
言
わ
せ
る
な
、
邪
魔
者
は
排 

除
せ
よ
」 

 
 

 

兵
隊
達
、
一
同
に
「
ハ
ッ
」
と
言
い
、
敬
礼 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 30 

す
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
あ
っ
、
一
人
は
残
れ
。
こ
れ
か
ら
地 

球
を
攻
撃
の
準
備
に
移
る
、
（
指
を
指
し
）
貴
様
、 

残
れ
」 

兵
隊
３

「
（

敬
礼
）
ハ
ッ
」 

 

○
地
球
・
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天
文
台
近
く
の
道
（

夜
） 

点
々
と
立
っ
て
い
る
貧
し
そ
う
な
街
の
人
々 

が
怯
え
て
い
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

が
ヘ
レ
ン

(
ア
ン

)

の 

手
を
取
り
、
走
っ
て
い
る
。
後
ろ
か
ら
、
兵 

隊
達
（
ア
ン
）
が
追
い
か
け
て
い
る
。 

兵
隊
達
（
ア
ン
）
「
待
て
ぇ
」 

 
 

 

道
の
先
に
陸
橋
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
森
が
見 

え
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
橋
の
向
こ
う
に
森
に
逃
げ
よ 

う
」 

陸
橋
に
向
か
う
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

と
手
を 

引
か
れ
た
ヘ
レ
ン
（
ア
ン

）
。 
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○
同
・
陸
橋
の
上
（
夜
） 

陸
橋
に
向
か
う
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

と
手
を 

引
か
れ
た
ヘ
レ
ン
（
ア
ン

）
。

後
ろ
か
ら
兵 

隊
達
（
ア
ン
）
が
追
い
か
け
て
く
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
し
つ
こ
い
奴
ら
だ
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

ヘ
レ
ン
（
ア
ン

）
、

陸

橋
の
中
央
辺
り
に
来
る
と
、
前
方
か
ら
兵
隊

達

(

ア
ン

)

が
来
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
く
っ
、
先
回
り
さ
れ
て
い
た 

か
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

と
ヘ
レ
ン
（
ア
ン

）
、

そ
の
場
に
急
停
止
す
る
。 

前
方
の
兵
隊
達
（
ア
ン
）
が
銃
を
構
え
、
並 

列
し
て
い
る
。
後
方
か
ら
銃
を
構
え
な
が
ら
、 

兵
隊
達
（
ア
ン
）
が
に
じ
り
寄
っ
て
く
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

が
前
後
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ 

ロ
す
る
。 

兵
隊
の
一
人
か
ら
声
が
発
せ
ら
れ
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
マ
グ
ヌ
ス
、
ど
う
や
っ
て
牢
を 

抜
け
出
し
た
か
は
聞
か
ん
が
、
も
う
貴
様
は
息
子 
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で
は
な
い
、
我
が
フ
ィ
ロ
ン
王
国
の
反
逆
者
だ
。

分
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
反
逆
者
の
末
路
を
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
へ
っ
、
も
う
と
う
の
昔
に
あ 

ん
た
と
は
親
子
の
縁
を
切
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

好
き
に
す
れ
ば
い
い
。
だ
け
ど
、
こ
の
子
だ
け
は

壊
さ
せ
は
し
な
い
」 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
そ
れ
は
無
理
な
相
談
だ
。
そ
の 

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
は
反
逆
者
が
作
っ
た
代
物
、
例
外

な
く
、
壊
さ
せ
て
も
ら
う
。
そ
れ
に
そ
い
つ
が
こ

の
世
に
あ
っ
て
は
、
私
の
計
画
を
壊
さ
れ
る
恐
れ

も
あ
る
。
有
害
因
子
は
一
人
、
い
や
一
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
残
ら
ず
壊
し
尽
く
す
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
ふ
ん
、
救
い
よ
う
の
な
い
人 

だ
。
こ
の
子
は
こ
の
星
に
幸
せ
を
運
ぶ
女
神
の
よ

う
な
存
在
、
そ
う
簡
単
に
思
い
通
り
さ
せ
て
た
ま

る
か
」 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
ほ
ざ
け
。
お
前
達
、
容
赦
す
る 

な
、
撃
て
」 

前
方
後
方
の
兵
隊
達
（
ア
ン
）
が
銃
を
構
え
、 

に
じ
り
寄
っ
て
く
る
。 
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マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
歯
を
食
い
し
ば
り
、

辺
り
を
見
渡
す
。
川
の
方
に
目
が
止
ま
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
ヘ
レ
ン
、
走
る
ぞ
」 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
ど
う
す
る
の
？
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
懸
け
る
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

の

手
を
引
っ
張
り
、
川
の
方
へ
走
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
お
い
、
逃
が
す
な
」 

兵
隊
達
（
ア
ン

）
、

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

達

に
向
け
て
、
銃
を
乱
射
す
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

達
の
横
を
弾
丸
が
通
過

し
、
一
発
が
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

の
頬
を
掠

め
る
。
そ
れ
を
顧
み
ず
、
走
り
続
け
、
川
に

飛
び
込
む
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
く
っ
」 

兵
隊
達
（
ア
ン

）
、

川
の
方
へ
駆
け
寄
り
、 

下
を
確
認
す
る
。 

川
の
流
れ
は
早
く
。
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

達 

の
影
は
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
流
さ
れ
て
い
く
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
声
「
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
だ
、
浮
い
て 
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こ
な
い
。
ふ
ふ
ふ
、
自
滅
し
や
が
っ
て
。
さ
ぁ
、 

貴
様
ら
、
邪
魔
者
は
居
な
く
な
っ
た
。
計
画
が
崩 

さ
れ
か
け
た
が
、
問
題
な
い
。
急
ご
う
、
メ
テ
オ 

ー
ル
星
の
未
来
の
た
め
に
」 

兵
隊
達
（
ア
ン

）
、

一
斉
に
「
ハ
ッ
」
と 

言
い
、
敬
礼
す
る
。 

 

○
同
・
シ
ュ
プ
レ
ー
川
・
水
中
（
夜
） 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)
が
ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

を 

抱
え
、
流
さ
れ
る
。
必
死
に
悶
な
が
ら
、
水 

面
に
出
よ
う
と
泳
ご
う
と
す
る
も
、
徐
々
に 

沈
ん
で
い
く
。
川
の
底
は
暗
く
、
深
い
。 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
藻
掻
き
、
水
面
を
目 

指
し
、
泳
ぐ
。
だ
が
、
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)
 

は
動
き
を
止
め
、
ゆ
っ
く
り
沈
ん
で
い
く
。 

川
の
中
か
ら
夜
空
が
見
え
、
無
数
の
流
れ
星 

が
流
れ
て
い
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
夜
空
に
手
を
伸
ば
し
、 

流
れ
星
を
掴
も
う
と
す
る
が
、
虚
し
く
水
を 
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掴
む
だ
け
。
そ
し
て
、
口
を
パ
ク
パ
ク
し
、 

何
か
を
話
そ
う
と
す
る
。
静
か
に
目
を
瞑
り
、 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

を
抱
え
な
が
ら
、
暗
い
川 

底
に
沈
ん
で
い
く
。 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

、
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

と 
額
同
士
を
く
っ
つ
け
る
。
す
る
と
、
白
く
輝 

く
。 

 

○
白
い
世
界 

上
か
ら
光
が
照
ら
さ
れ
、
周
り
は
真
っ
白
。 

マ
グ
ヌ
ス
、
照
ら
さ
れ
る
光
の
中
、
立
っ
て 

い
る
。
ゆ
っ
く
り
目
を
開
く
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
こ
こ
は
・
・
・
？
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
辺
り
を
見
渡
す
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
真
っ
白
、
天
国
の
よ
う
だ
・
・
・
」 

ヘ
レ
ン
「
お
ー
い
、
マ
グ
ヌ
ス
」 

マ
グ
ヌ
ス
の
後
ろ
で
笑
顔
で
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん 

跳
ね
て
い
る
ヘ
レ
ン
。 

マ
グ
ヌ
ス
、
振
り
向
か
ず
、
考
え
込
む
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
だ
け
ど
、
私
っ
て
川
の
中
に
居
た
け
ど
、 
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そ
れ
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
で
の
話
だ
し…

」 

ヘ
レ
ン
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
て
い
る
。 

ヘ
レ
ン
「
お
ー
い
っ
て
ば
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
で
も
、
現
に
天
国
に
似
た
場
所
に
い
る 

し
、
私
っ
て
死
ん
だ
の
か
？
」 

 
 

 

ヘ
レ
ン
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
て
い
る
。 

ヘ
レ
ン
「
聞
こ
え
て
い
る
？
そ
れ
と
も
無
視
？
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
だ
と
し
た
ら
、
実
体
は
（
足
元
を
見
る
） 

あ
る
か
」 

ヘ
レ
ン
、
怒
っ
た
表
情
で
ど
か
ど
か
と
マ
グ 

ヌ
ス
に
向
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
背
中
を 

蹴
っ
飛
ば
す
。 

ヘ
レ
ン
「
は
よ
ぉ
、
気
づ
か
ん
か
、
バ
カ
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
吹
っ
飛
び
、
地
面
に
転
が
る
。 

そ
し
て
、
驚
い
て
、
振
り
返
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
え
っ
？
え
っ
？
」 

ヘ
レ
ン

「
（

笑
顔
）
や
っ
と
、
こ
っ
ち
を
向
い
て
く 

れ
た
」 

マ
グ
ヌ
ス

「
（

戸
惑
う
）
へ
、
ヘ
レ
ン
？
」 

ヘ
レ
ン
「
な
～
に
、
そ
の
幽
霊
を
見
た
よ
う
な
顔
。 
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傷
つ
く
な
、
ま
ぁ
死
ん
で
い
る
ん
だ
け
ど
ね
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
へ
、
ヘ
レ
ン
、
ヘ
レ
ン
な
の
か
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
涙
を
流
し
、
ヘ
レ
ン
に
近
づ
き
、 

抱
き
し
め
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
ヘ
レ
ン
は 

押
し
退
け
る
。 

ヘ
レ
ン
「
あ
ん
た
は
い
つ
ま
で
私
に
執
着
し
て
い
る 

の
よ
」 

 
 

マ
グ
ヌ
ス
、
き
ょ
と
ん
と
す
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
久
し
ぶ
り
の
再
開
な
ん
だ
、
ち
ょ
っ
と

は
喜
ん
で
く
れ
て
も
・
・
・
」 

ヘ
レ
ン
「
喜
び
よ
り
も
呆
れ
て
物
が
言
え
な
い
ね
。 

私
へ
の
執
着
は
や
め
て
、
地
球
の
未
来
を
守
っ
て
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
僕
は
君
の
ほ
う
が
大
事
な
ん
だ
」 

ヘ
レ
ン
「
い
い
？
昔
誓
っ
た
よ
ね
？
あ
な
た
の
願
い 

は
私
の
願
い
を
叶
え
る
こ
と
だ
っ
て
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
そ
れ
は
昔
の
話
だ
」 

ヘ
レ
ン
「
お
願
い
、
こ
の
地
球
を
守
っ
て
、
そ
し
て
、 

未
来
を
作
っ
て
、
こ
れ
が
私
の
願
い
な
の
。
私
は

魂
だ
け
の
存
在
。
も
う
あ
な
た
だ
け
な
の
、
頼
れ

る
の
」 
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ヘ
レ
ン
、
マ
グ
ヌ
ス
の
手
を
握
る
。
マ
グ
ヌ 

ス
、
戸
惑
う
。 

ヘ
レ
ン
「
コ
ア
を
使
っ
て
、
人
工
流
星
衛
星
を
破
壊 

し
て
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
そ
れ
を
使
っ
た
ら
、
君
が
・
・
・
」 

ヘ
レ
ン
「
地
球
を
守
れ
る
の
な
ら
本
望
だ
わ
。
そ
れ 

に
い
つ
ま
で
も
僕
は
あ
な
た
の
側
に
い
る
わ
」 

 
 

 

ヘ
レ
ン
、
マ
グ
ヌ
ス
を
抱
き
し
め
る
。 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
涙
を
流
し
、
強
く
抱
き
し
め
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
ね
・
・
・
」 

 
 

 

ヘ
レ
ン
、
涙
を
流
す
。 

ヘ
レ
ン
「
地
球
を
、
私
の
好
き
な
場
所
を
救
っ
て
き 

て
・
・
・
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
何
度
も
頷
く
。
ヘ
レ
ン
、
マ
グ

ヌ
ス
の
額
と
自
分
の
額
同
士
を
く
っ
つ
け
る
。 

ヘ
レ
ン
「
さ
ぁ
、
流
れ
星
を
掴
ん
で
」 

 
 

 

白
く
輝
き
、
ヘ
レ
ン
と
マ
グ
ヌ
ス
を
光
が
包 

む
。 

 

○
同
・
シ
ュ
プ
レ
ー
川
・
水
中
（
夜
） 
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マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
目
を
開
け
る
。 

夜
空
を
見
る
と
流
れ
星
が
流
れ
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
流
れ
星
を
掴
む
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
行
っ
て
く
る
」 

 
 

 
握
っ
た
拳
を
開
く
と
コ
ア
が
あ
る
。 

ヘ
レ
ン
（
ア
ン

）
、

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

を 

押
し
退
け
、
川
底
に
沈
ん
で
い
く
。
口
元
は 

笑
っ
て
い
る
。
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
沈
ん 

で
い
く
の
を
見
届
け
、
水
上
に
向
か
う
。 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

「
ま
た
・
・
・
会
お
う
ね
・
・
・
」 

 
 

 

ヘ
レ
ン

(

ア
ン

)

、
水
底
の
暗
闇
に
消
え
る
。 

 

○
地
球
・
シ
ュ
プ
レ
ー
川
・
水
上
（
夜
） 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
水
か
ら
顔
を
出
し
、 

辺
り
を
見
渡
す
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
だ
い
ぶ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た 

な
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
岸
ま
で
泳
ぐ
。 

 

○
同
・
岸
辺
（
夜
） 
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マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
這
い
ず
る
よ
う
に
岸 

辺
に
上
が
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
早
く
、
天
文
台
に
戻
ら
な
い 

と
・
・
・
」 

 
 

 
マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
走
る
。 

 

○
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
司
令
室
（
夜
） 

兵
隊
３
、
Ｐ
Ｃ
を
操
作
し
て
い
る
。
後
ろ
で

腕
を
組
ん
で
立
っ
て
い
る
ア
ル
キ
タ
ス
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
は
は
は
、
こ
れ
で
地
球
の
資
源
は
私 

の
も
の
だ
。
地
球
人
よ
、
滅
べ
、
は
は
は
」 

兵
隊
３
「
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
本
当
に
や
る
の
で
し 

ょ
う
か
？
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
今
に
な
っ
て
、
何
を
怖
気
づ
い
て
い 

る
。
つ
べ
こ
べ
言
わ
ず
、
作
業
を
進
め
ろ
」 

兵
隊
３
「
ハ
ッ
」 

 
 

 

兵
隊
３
、
Ｐ
Ｃ
を
操
作
す
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
も
う
誰
に
も
止
め
ら
れ
な
い
ぞ
、
は 

は
は
」 

 
 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
ふ
ん
ぞ
り
返
る
。 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 41 

○
地
球
・
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天
文
台
前
（
夜
） 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
手
の
コ
ア
を
見
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
待
っ
て
い
ろ
、
父
上
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
建
物
に
入
っ
て
い
く
。 

 

○
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
司
令
室
（
夜
） 

兵
隊
３
「
準
備
が
で
き
ま
し
た
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
よ
し
、
こ
の
時
が
と
う
と
う
来
た
か
」 

 
 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
薄
ら
笑
い
を
す
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
ボ
タ
ン
は
私
が
押
そ
う
」 

兵
隊
３
「
ハ
ッ
」 

 
 

 

兵
隊
３
、
席
を
立
ち
、
ア
ル
キ
タ
ス
の
後
ろ 

に
姿
勢
良
く
立
つ
。 

モ
ニ
タ
ー
画
面
に
は
、
『
攻
撃
モ
ー
ド
待
機 

中
』
と
表
示
。 

ア
ル
キ
タ
ス
の
指
先
が
画
面
に
ゆ
っ
く
り
近 

づ
い
て
い
く
。
そ
し
て
、
笑
い
な
が
ら
、 

ア
ル
キ
タ
ス
「
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
わ
」 

 

○
地
球
・
上
空
（
夜
） 
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宇
宙
に
漂
っ
て
い
る
人
工
流
星
衛
星
が
緑
色 

の
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
る
。 

 

○
地
球
・
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天
文
台
内
（
夜
） 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
指 

で
タ
イ
プ
し
て
い
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)
「
動
け
、
動
け
、
動
け
」 

 
 

 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

ド
ー
ム
の
ス
リ
ッ
ト
が
開
き
、
望
遠
鏡
が
開 

い
た
ス
リ
ッ
ト
の
方
に
姿
勢
を
向
け
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
よ
く
や
っ
た
」 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
指 

で
タ
イ
プ
し
て
い
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
次
は
衛
星
に
望
遠
鏡
を
向
け 

な
く
て
は
」 

 
 

 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

 
 

 

望
遠
鏡
が
あ
る
方
向
を
向
い
て
、
停
止
す
る
。 

望
遠
鏡
が
向
い
た
先
に
は
夜
空
に
緑
色
に
点 

滅
し
て
い
る
光
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「

(

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

)

よ
し
」 
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マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
望
遠
鏡
の
前
に
近
づ 

き
、
立
ち
止
ま
る
。
手
に
持
っ
た
コ
ア
を
見 

つ
め
る
。 

 
○
地
球
・
上
空
（
夜
） 

人
工
流
星
衛
星
が
緑
色
ラ
ン
プ
か
ら
赤
色
ラ 

ン
プ
に
切
り
替
わ
り
、
点
滅
す
る
。 

人
工
流
星
衛
星
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
に
『
攻
撃
モ
ー
ド
』

と
表
示
さ
れ
る
。 

 

○
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
司
令
室
（
夜
） 

ア
ル
キ
タ
ス
「
攻
撃
開
始
」 

 
 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
指
で
押
す
。 

 

○
地
球
・
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天
文
台
内
（
夜
） 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
ヘ
レ
ン
、
地
球
の
願
い
は
あ 

ん
な
の
無
く
て
も
叶
う
よ
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
コ
ア
を
握
り
し
め
る
。 

 
 

 

望
遠
鏡
に
コ
ア
を
セ
ッ
ト
す
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
さ
よ
な
ら
、
ヘ
レ
ン
。
そ
し 
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て
、
地
球
に
幸
あ
れ
」 

夜
空
に
は
赤
く
点
滅
す
る
光
。 

コ
ア
が
強
く
光
り
だ
す
。
望
遠
鏡
か
ら
赤
い 

レ
ー
ザ
ー
が
夜
空
に
射
出
さ
れ
る
。 

 

○
地
球
・
上
空
（
夜
） 

人
工
流
星
衛
星
の
赤
色
ラ
ン
プ
の
点
滅
間
隔 

が
早
く
な
り
、
震
え
だ
す
。 

 

○
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
司
令
室
（
夜
） 

 
 

 

モ
ニ
タ
ー
画
面
に
『
攻
撃
モ
ー
ド
』
と
表
示
。 

ア
ル
キ
タ
ス
、
高
ら
か
に
笑
う
。 

 

○
地
球
・
上
空
（
夜
） 

人
工
流
星
衛
星
に
赤
い
レ
ー
ザ
ー
が
命
中
す 

る
。
す
る
と
、
ラ
ン
プ
が
赤
色
と
緑
色
と
交 

互
に
点
滅
す
る
。 

 

○
地
球
・
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天
文
台
内
（
夜
） 

 
 

 

夜
空
に
赤
色
と
緑
色
の
光
が
点
滅
し
て
い
る
。 
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マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「

(

大
声
で

)

止
ま
れ
！
」 

 

○
地
球
・
上
空
（
夜
） 

徐
々
に
ラ
ン
プ
の
光
が
小
さ
く
な
り
、
最
終 

的
に
ラ
ン
プ
が
消
え
る
。 

 

○
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
司
令
室
（
夜
） 

モ
ニ
タ
ー
画
面
の
表
示
が
『
攻
撃
モ
ー
ド
』 

か
ら
『
停
止
』
と
変
わ
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
に
齧
り
付
く
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
お
い
、
ど
う
し
た
、
ど
う
し
た
？
ど 

う
な
っ
て
い
る
？
」 

兵
隊
３
「
な
、
何
者
か
に
、
衛
星
を
停
止
さ
せ
ら
れ 

ま
し
た
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
誰
が
こ
ん
な
こ
と
を
・
・
・
ま
さ
か
、 

マ
グ
ヌ
ス
か
、
ク
ソ
ぉ
」 

 
 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
殴
る
。 

 

○
地
球
・
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天
文
台
内
（
夜
） 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
夜
空
を
見
つ
め
る
。 
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マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
ヘ
レ
ン
、
こ
れ
で
い
い
ん
だ 

よ
ね
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
掌
を
見
つ
め
、
握
り 

め
る
。 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

「
ヘ
レ
ン
、
終
わ
ら
せ
て
く
る
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス

(

ア
ン

)

、
目
を
瞑
る
。 

 

○
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
丘
の
上

(

夜

)
 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
目
を
開
け
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
父
上
、
お
覚
悟
を
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
走
り
出
し
、
ス
マ
ホ
で
何
処
に 

電
話
を
掛
け
る
。 

 

○
同
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
司
令
室
（
夜
） 

 
 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
両
手
で
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
叩 

き
つ
け
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
ク
ソ
ぉ
、
マ
グ
ヌ
ス
が
」 

 
 

 

兵
士
達
、
身
体
を
ビ
ク
ッ
と
さ
せ
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
お
前
等
が
マ
グ
ヌ
ス
を
仕
留
め
そ
こ 

ね
た
か
ら
、
私
の
計
画
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
。
お 
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前
等
、
消
え
や
が
れ
」 

 
 

ア
ル
キ
タ
ス
、
銃
で
兵
隊
３
を
撃
つ
。 

兵
隊
３
「

(

胸
を
押
さ
え
る

)

う
ぅ
」 

 
 

兵
隊
３
、
血
を
流
し
、
倒
れ
る
。 

 
 

兵
隊
達
、
怯
え
始
め
る
。 

兵
隊
の
一
人
が
『
や
め
て
く
だ
さ
い
』
と
声 

が
震
え
な
が
ら
言
う
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
使
え
な
い
奴
ら
は
消
え
ろ
」 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
兵
隊
の
一
人
に
銃
を
構
え
る
。 

怯
え
る
兵
隊
。 

 
 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
ト
リ
ガ
ー
の
指
を
か
け
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
や
め
ろ
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
ア
ル
キ
タ
ス
に
銃
を
構
え
る
。 

 
 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
マ
グ
ヌ
ス
の
方
に
向
く
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
父
上
、
あ
な
た
の
野
望
は
こ
こ
ま
で
だ
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
誰
か
と
思
え
ば
、
愚
息
か
」 

ア
ル
キ
タ
ス
、
マ
グ
ヌ
ス
に
近
づ
こ
う
と
す 

る
が
、
マ
グ
ヌ
ス
は
銃
を
再
度
突
き
つ
け
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
動
く
な
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
撃
つ
の
か
？
撃
っ
て
み
ろ
？
そ
の
時 



ヤングシナリオ大賞 応募用紙 48 

は
王
国
警
察
が
お
前
を
・
・
・
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
そ
の
王
国
警
察
だ
が
、
も
う
あ
な
た
の

思
い
通
り
に
動
き
ま
せ
ん
よ
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
何
？
」 

 
 

 
警
察
隊
が
扉
か
ら
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
入
っ
て
く
る
。 

 
 

 

そ
し
て
、
ア
ル
キ
タ
ス
の
銃
を
向
け
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
お
い
、
貴
様
等
、
向
け
る
相
手
が
違 

う
ぞ
。

(

マ
グ
ヌ
ス
に
指
を
指
す

)

さ
ぁ
、
あ
い

つ
を
引
っ
捕
ら
え
ろ
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
あ
な
た
は
も
う
こ
の
国
を
、
そ
し
て
地 

球
を
好
き
勝
手
に
は
さ
せ
ま
せ
ん
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
自
惚
れ
る
な
。
貴
様
の
よ
う
な
臆
病 

で
過
去
に
拘
る
奴
に
こ
の
国
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
今
ま
で
の
僕
な
ら
ば
で
き
な
か
っ
た
だ 

ろ
う
。
だ
け
ど
、
人
は
想
い
を
託
さ
れ
る
と
強
く

な
れ
る
と
気
づ
い
た
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
ふ
ん
、
何
処
が
変
わ
っ
た
？
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
ア
ル
キ
タ
ス
の
足
元
を
撃
つ
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
も
う
あ
な
た
に
恐
れ
な
い
」 
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ア
ル
キ
タ
ス
「

(

険
し
い
顔

)

小
癪
な
」 

 
 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
不
敵
な
笑
み
を
こ
ぼ
す
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
マ
グ
ヌ
ス
よ
、
貴
様
は
言
っ
た
よ
な
。 

こ
の
国
、
地
球
を
好
き
勝
手
に
は
さ
せ
な
い
ぞ
っ

と
。
だ
け
ど
な
、
貴
様
の
行
為
は
こ
の
国
を
衰
退

さ
せ
る
行
為
だ
ぞ
」 

マ
グ
ヌ
ス
か
、
銃
を
構
え
た
ま
ま
じ
っ
と
ア 

ル
キ
タ
ス
を
見
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
こ
の
国
を
地
球
の
資
源
以
外
で
ど
う 

立
て
直
せ
る
？
無
理
な
話
だ
。
貴
様
の
わ
が
ま
ま

で
国
を
破
滅
す
る
道
を
選
ん
だ
の
だ
。
ど
う
す
る

？
こ
の
ま
ま
で
は
貴
様
の
せ
い
で
こ
の
国
は
終
わ

る
の
だ
よ
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
地
球
の
資
源
が
あ
れ
ば
、
こ
の
国
は
良 

く
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
地
球
を
犠
牲
に
し
て
、

行
う
こ
と
で
は
な
い
。
何
度
も
言
う
が
僕
は
両
方

救
う
、
絶
対
に
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
ど
う
や
っ
て
？
地
球
以
外
か
ら
資
源 

を
探
す
か
？
新
し
い
資
源
を
生
む
た
め
の
物
を
開

発
す
る
の
か
？
時
間
が
な
い
ん
だ
ぞ
、
夢
物
語
だ
」 
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マ
グ
ヌ
ス
「
願
う
の
で
す
よ
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
ふ
ん
、
夢
物
語
ど
こ
ろ
か
、
神
業
に 

頼
る
の
か
、
く
だ
ら
な
い
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
く
だ
ら
な
く
て
も
、
僕
は
信
じ
る
。
こ 

の
国
を
。
父
上
は
目
が
曇
り
す
ぎ
た
。
願
い
は
掴

め
ま
す
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
意
見
の
相
違
だ
。
息
子
な
が
ら
、
い 

つ
ま
で
も
分
か
り
あ
え
そ
う
に
な
い
な
」 

ア
ル
キ
タ
ス
、
マ
グ
ヌ
ス
の
方
を
向
き
な
が 

ら
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
操
作
す
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
そ
れ
で
も
あ
な
た
は
僕
の
父
親
だ
。
い 

つ
か
わ
か
り
あ
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
ふ
ん
、
私
の
居
な
い
所
で
勝
手
に
や 

っ
て
い
ろ
」 

ア
ル
キ
タ
ス
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
の
ボ
タ
ン
を 

押
す
。 

ブ
ザ
ー
音
が
な
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
な
、
な
ん
だ
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
私
は
こ
ん
な
所
で
捕
ま
っ
て
た
ま
る 

か
」 
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マ
グ
ヌ
ス
「
何
を
し
た
？
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
う
つ
つ
を
抜
か
す
よ
う
な
頭
だ
か
ら
、 

忘
れ
る
ん
だ
。
人
工
流
星
衛
星
は
地
球
に
だ
け
に 

あ
る
わ
け
で
は
な
い
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
ま
、
ま
さ
か
」 

 

○
同
・
上
空
（
夜
） 

人
工
流
星
衛
星
が
緑
色
ラ
ン
プ
か
ら
赤
色
ラ 

ン
プ
に
切
り
替
わ
り
、
点
滅
す
る
。 

人
工
流
星
衛
星
の
Ｌ
Ｃ
Ｄ
に
『
攻
撃
モ
ー
ド
』 

と
表
示
さ
れ
る
。 

 

○
同
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
司
令
室
（
夜
） 

 
 

 

ア
ル
キ
タ
ス
、
高
ら
か
に
笑
い
出
す
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
さ
ぁ
、
早
く
逃
げ
な
い
と
、
怪
我
で 

は
済
ま
な
い
ぞ
」 

 
 

 

警
察
隊
達
が
逃
げ
惑
う
。 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
依
然
と
ア
ル
キ
タ
ス
に
銃
を
構 

え
て
い
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
貴
様
は
な
ぜ
逃
げ
な
い
？
」 
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マ
グ
ヌ
ス
「
言
葉
を
返
そ
う
、
な
ぜ
あ
な
た
は
逃
げ 

な
い
？
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
さ
ぁ
、
教
え
な
い
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
唇
を
噛
む
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
ほ
ら
、
慌
て
ふ
た
め
け
」 

 

○
同
・
上
空 

 
 

 

人
工
流
星
衛
星
か
ら
、
大
き
な
鉄
屑
が
射
出 

さ
れ
、
地
上
に
向
か
っ
て
落
ち
て
い
く
。
鉄 

屑
は
赤
く
包
ま
れ
る
。 

 

○
同
・
フ
ィ
ロ
ン
王
国
・
司
令
室
（
夜
） 

銃
を
構
え
た
マ
グ
ヌ
ス
と
ア
ル
キ
タ
ス
が
対 

面
し
て
い
る
。 

ア
ル
キ
タ
ス
「
ど
う
し
た
？
貴
様
も
逃
げ
な
い
の
か 

？
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
ど
ん
な
父
親
だ
ろ
う
と
見
捨
て
る
こ
と 

は
で
き
な
い
。
今
な
ら
間
に
合
う
、
さ
ぁ
、
こ
っ

ち
へ
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
ふ
ん
、
願
い
下
げ
だ
。
そ
れ
に
僕
は 
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死
ぬ
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
険
し
い
顔
。 

 
 

 

外
か
ら
轟
音
が
鳴
り
響
く
。 

 
○
同
・
同
・
外

(

夜

)
 

 
 

 

赤
く
燃
え
る
鉄
屑
が
城
に
迫
っ
て
い
る
。 

 

○
同
・
同
・
司
令
室

(
夜

)
 

ア
ル
キ
タ
ス
「
ほ
ら
、
死
の
音
が
近
づ
い
て
い
る
ぞ
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
険
し
い
顔
。 

す
る
と
、
城
壁
を
鉄
屑
が
破
壊
す
る
。
土
煙 

が
部
屋
中
を
覆
う
。 

マ
グ
ヌ
ス
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
壁
に
打
ち
付 

け
ら
れ
る
。 

☓ 
 

 

☓ 
 

 

☓ 

マ
グ
ヌ
ス
、
目
を
覚
ま
し
、
辺
り
を
見
渡
す
。 

部
屋
の
中
は
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
、
天
井
か
ら
壁 

に
か
け
て
大
き
な
穴
が
開
い
て
い
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
父
上
？
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
見
渡
し
て
も
、
ア
ル
キ
タ
ス
の 
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姿
は
な
い
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
生
き
て
ら
れ
る
の
か
・
・
・
」 

天
井
の
穴
の
隙
間
か
ら
夜
空
が
見
え
、
一
つ

の
流
れ
星
が
流
れ
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
ヘ
レ
ン
、
地
球
と
メ
テ
オ
ー
ル
は
こ
れ 

か
ら
が
再
出
発
だ
」 

 

○
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
工
場
地
帯

(

昼

)
 

Ｔ
「
三
年
後
・
・
・
」 

ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
来
し
、
そ
こ
で
働
く
人
達 

の
活
気
で
溢
れ
て
い
る
。 

 

○
地
球
・
繁
華
街

(

夜

)
 

バ
ー
や
居
酒
屋
で
賑
わ
う
人
々
達
。
明
る
く 

照
ら
さ
れ
る
街
中
。
そ
の
中
を
嬉
し
そ
う
に 

歩
く
マ
グ
ヌ
ス(21)

。
手
に
は
花
束
を
持
っ 

て
い
る
。 

 

○
地
球
・
ア
ル
ヒ
ェ
ン
ホ
ル
ト
天
文
台
前

(

夜

)
 

墓
石
に
「
ヘ
レ
ン
・
ビ
ザ
ン
チ
ウ
ム
」
と
彫 
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ら
れ
て
い
る
。
花
束
を
置
く
、
マ
グ
ヌ
ス
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
君
と
の
願
い
は
ま
だ
ま
だ
だ
け
ど
、
地 

球
も
メ
テ
オ
ー
ル
も
元
気
を
取
り
戻
し
始
め
た
よ
」 

 
 

マ
グ
ヌ
ス
、
一
粒
の
涙
を
流
す
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
ど
ち
ら
の
星
の
再
建
は
苦
し
く
大
変
だ 

け
ど
、
君
の
願
い
だ
、
な
ん
と
し
て
も
や
り
遂
げ

る
よ
。
で
も
、
君
と
一
緒
に
や
れ
た
ら
、
も
っ
と

楽
し
く
だ
ろ
う
ね
。
タ
ラ
レ
バ
の
話
を
し
て
も
仕

方
が
な
い
か
」 

夜
空
に
一
つ
の
流
星
が
流
れ
る
。
マ
グ
ヌ
ス
、 

夜
空
を
見
上
げ
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「

(

微
笑
む

)

地
球
に
も
や
っ
と
幸
せ
が 

降
り
注
ぎ
始
め
た
な
」 

マ
グ
ヌ
ス
、
夜
空
に
手
を
伸
ば
す
。
流
れ
星 

が
流
れ
る
。
そ
れ
を
掴
む
マ
グ
ヌ
ス
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
ヘ
レ
ン
、
見
守
っ
て
い
て
ね
」 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス
、
墓
石
に
一
例
し
、
歩
き
出
す
。 

 
 

 

流
れ
星
が
燃
え
尽
き
ず
、
地
上
に
落
ち
る
。 

 

○
同
・
シ
ュ
プ
レ
ー
川
（
夜
） 
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小
石
程
の
流
れ
星
が
川
に
落
ち
る
。 

 

○
同
・
同
・
水
中
（
夜
） 

ヘ
レ
ン
（
ア
ン

）
、

川
底
に
大
の
字
で
沈
ん

で
い
る 

。
す
る
と
、
掌
に
流
れ
星
が
落
ち
る
。 

 

○
（
回
想
）
メ
テ
オ
ー
ル
星
・
丘
の
上

(

夜

)
 

 
 

 

マ
グ
ヌ
ス(10)

と
ヘ
レ
ン(10)

は
向
き
合
っ 

て
い
る
。 

ヘ
レ
ン
「
実
は
ね
、
私
、
も
う
一
つ
願
い
が
あ
る
の
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
ど
ん
な
の
？
」 

ヘ
レ
ン
「
そ
れ
は

…
(

少
し
顔
が
赤
く
な
る

)

や
っ 

ぱ
り
止
め
た
」 

ア
ル
キ
タ
ス
「
え
？
え
？
そ
こ
で
や
め
る
？
普
通
」 

ヘ
レ
ン
「

(

笑
顔
で

)

ま
た…

何
処
か
で
ね
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
は
ぁ
～
」 

ヘ
レ
ン
、
夜
空
を
見
上
げ
る
。
マ
グ
ヌ
ス
も 

夜
空
を
見
上
げ
る
。
ヘ
レ
ン
は
横
目
で
マ
グ 

ヌ
ス
を
見
る
。 
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ヘ
レ
ン
Ｍ
「
ず
っ
と
一
緒
に
居
た
い
な
ん
て
言
え
な 

い
よ
」 

 
 

マ
グ
ヌ
ス
、
ヘ
レ
ン
の
方
を
見
る
。 

マ
グ
ヌ
ス
「
ど
う
し
た
の
？
」 

ヘ
レ
ン
「

(

少
し
顔
が
赤
い

)

う
ん
う
ん
、
何
で
も 

な
い
」 

マ
グ
ヌ
ス
「
ふ
ー
ん
」 

 
 

 

ヘ
レ
ン
は
笑
っ
て
ご
ま
か
す
。 

 

○
地
球
・
シ
ュ
プ
レ
ー
川
・
水
中
（
夜
） 

ヘ
レ
ン
（
ア
ン

）
、

微
笑
み
な
が
ら
掌
に
乗 

っ
た
流
れ
星
を
握
り
し
め
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
了
〉 


